
５月９日 「未来予想図 －空想の力が未来を変える－」 

 

 

先週の５月５日は、こどもの日でしたが、朝新聞を見てみると、「未来空想新

聞」が入っていました。何だろうと思って見てみると、令和 21 年５月５日に

出されている新聞でした。今から 17年先を空想して作られた新聞です。 

新聞の内容には、地球温暖化対策で二酸化炭素の排出を０にする、マンモス

の化石から発見された遺伝子からマンモスの培養肉を作り出し、マンモスステ

ーキが食べられるようになるなど面白い内容のものがあります。 

また、漫画家の手塚治虫さんが創り出した鉄腕アトムの記事もありました。

この漫画は、手塚治虫さんが「こんなものがあったらいいな」という未来を想

像することから生まれ、この漫画を読んだ人たちから多くの科学者が生まれた

そうです。そして、今の子供たちに向けて、「未来を想像すること、空想するこ

とがとても大事」と話されています。 

実は、今、皆さんの周りにある物には、「こんなものがあったらいいな」とい

う、未来を想像し空想することから出来上がった物が多くあります。例えば、

スマホ、電気自動車、電動自転車、水道、トイレなど、このように人の社会を

助けている物は、昔の人たちの未来の想像や空想から生まれています。 

さて、皆さんは、未来を想像したり空想したりすることはありますか。その

中でも、大切な人を笑顔にできる未来を考えてみてはどうでしょう。社会を明

るくできる未来を考えてみてはどうでしょう。そして、そのような未来にどう

すればできるか考えることで、きっと日々の行動も変わるはずです。 

よりよい未来を想像し空想することは、楽しいことです。そして、その未来

に向かって、少しずつ時間をかけて、自分たちの手で創り出していくことは、

もっともっと楽しいことだと思います。 

未来を想像し空想し、そこに向かって行動していきましょう。 


